
　
　
　
月
に
行
わ
れ
た
訪

　
　
　
問
介
護
の
介
護
報

酬
引
き
下
げ
で
、
経
営
継

続
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る

事
業
所
も
多
く
、
廃
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
事

業
所
も
出
て
き
て
い
ま

す
。
利
用
者
の
生
活
を
何

と
か
し
て
守
り
た
い
と
コ

ロ
ナ
禍
で
も
最
前
線
で
奮

闘
し
て
き
た
の
が
訪
問
介

護
の
職
員
で
す
。
必
要
な

介
護
を
必
要
な
利
用
者

や
家
族
へ
届
け
る
た
め
に

も
今
回
の
訪
問
介
護
報
酬

の
引
き
下
げ
撤
回
と
人
員

確
保
を
保
障
す
る
た
め
に

も
介
護
報
酬
の
引
き
上

げ
を
求
め
て
い
く
事
が
必

要
で
す
。

　
下
記
資
料
は
、
福
岡
県

が
今
後
ど
の
程
度
の
介
護

職
員
が
必
要
な
の
か
を
試

算
し
た
表
に
な
り
ま
す
。

こ
の
表
を
見
て
も
、
圧
倒

的
に
介
護
職
員
が
不
足

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
化
社
会
が

更
に
進
む
中
で
、
介
護
を
必

要
と
す
る
人
た
ち
は
増
加

し
て
い
く
状
況
で
す
。
必

要
数
に
対
応
し
た
、
介
護
職

員
の
確
保
を
制
度
と
し
て

整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

日本の医療界は、

かつて経験したことのない

「 経営危機」に直面。

地域から医療機関がなく なる！
看護師不足

介護報酬の引き上げと

介護職員不足の解消を

医
療
・
介
護
経
営
は
こ
の
ま
ま
で
は
危
な
い

　
　
　
本
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
発
表

　
　
　
し
た
医
療
機
関
の
事
業

所
の
倒
産
件
数
の
推
移
状
況
で

は
、
２
０
２
４
年
８
月
ま
で
に
、
す

で
に
病
院
４
件
、
診
療
所
20
件
、

歯
科
医
院
22
件
の
合
計
46
件
発

生
し
て
お
り
、
前
年
の
年
間
件
数

（
41
件
）
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
発
生
ペ
ー
ス
が
ダ
ウ
ン
し
な
け

れ
ば
、
２
０
２
４
年
の
年
間
倒
産

件
数
は
70
件
を
上
回
り
、
過
去
最

多
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

医
療
機
関
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

地
域
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
介
護
事
業
所
の
倒

産
件
数
は
、
２
０
２
４
年
１
月
〜

８
月
ま
で
で
１
１
４
件
と
な
り
、

帝国データ バンク 調査資料～医療機関の倒産件数より

OECD Health Statistics 2020より

日本医労連2022年 
看護職員の労働実態調査「 報告書」より

2022（ 令和４）年度の数値： 厚生労働省「 介護サービス施設： 事業所調査」
2026（ 令和８）年度、2040（ 令和22）年度の数値： 福岡県が行った推計による

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

診
療
報
酬
を
増
や
し
て
く
だ
さ
い

前
年
同
期
か
ら
44
・
３
％
増
加
し

過
去
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
訪

問
介
護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
倒
産

が
顕
著
で
今
後
も
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
」
と
関
係
者
は
警
告
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
の
背
景
に

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
し
た
患
者

が
、
５
類
へ
移
行
し
た
後
も
戻
ら

な
い
状
況
や
、
経
営
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
難
（
医
師
体
制
、
看
護
師
、

介
護
士
の
不
足
な
ど
）
で
事
業
継

続
が
困
難
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
や
、

介
護
事
業
で
は
今
回
の
介
護
報
酬

！
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なると予想されます

2024年は
１月～８月で46件

5

4

3

2

1

0
日本 ド イ ツ フ ラ ンス イ タ リ ア イ ギリ ス アメ リ カ

0.2 0.5 0 .5
0.9 0.9

3 .9
4.1

1.6 1.8 1.8
1.3 1.1

医療機関の
倒産件数推移

1病床あたりの医師・ 看護師数の国別比較

仕事を辞めたい

改
定
な
ど
の
影

響
が
み
ら
れ
、

今
後
も

増
加

す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

看護師・ 介護士など人手不足も 深刻
～ケア労働者の処遇改善で人的確保を ～

人手不足は全国的な課題

24.0％
16.6％

4.2％

55.2％

　
　
　
の
グ
ラ
フ
は
、Ｏ
Ｅ   

　
　
　
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
で
１
病

床
あ
た
り
の
医
師
・
看
護
師

数
の
国
別
比
較
を
表
し
た

も
の
で
す
。
日
本
は
、
他
の

加
盟
国
よ
り
医
師
・
看
護

師
の
体
制
が
少
な
い
こ
と

は
一
目
瞭
然
で
す
。
看
護
師

不
足
に
よ
り
、
病
床
が
稼
働

で
き
な
い
病
院
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

左

４

　
右
側
の
円
グ
ラ
フ
直
近
の

看
護
職
員
の
労
働
実
態
調
査

で
は
、
看
護
師
の
仕
事
を
辞

め
た
い
と
「
い
つ
も

思

う
」

24
・
０
％
、「
と
き
ど
き
思
う
」

55
・
２
％
と
合
わ
せ
る
と
79
・

２
％
も
の
看
護
師
が
、
辞
め
た

い
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
状

況
で
す
。
現
場
か
ら
は
、
患

者
さ
ん
を
ゆ
っ
く
り
看
護
し

た
い
け
ど
そ
の
余
裕
が
無
い

状
況
や
、
入
院
期
間
の
短
縮

な
ど
で
、
労
働
が
過
密
化
し

て
い
る
状
況
が
聞
こ
え
て
き

て
い
ま
す
。
早
急
に
、
制
度

と
し
て
看
護
師
を
増
や
す
対

策
が
必
要
で
す
。

医師

看護師

いつも思う

と き どき 思う

思わない

わからない

2022年度（ 令和４年度）の介護職員数 見込み数－必要数86,049

94,458
△7,449

△19,729

87,009

90,343

110,072

必要数

必要数

（ 参考）

現状推移を見込んだ介護職員数

（ 参考）

現状推移を見込んだ介護職員数

2026年度
（ 令和8年度）

2040年度
（ 令和22年度）

福岡県民主医療機関連合会　
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3病院団体・ 2024年度病院経営的調査～中間報告より

こ のままでは

日本の医療がもたない !

さらに追い打ちをかける

今回の診療報酬改定

　
　
　
本
病
院
協
会
な
ど
３
団
体
が

　
　
　
行
っ
て
い
る
２
０
２
３
年
度
病
院

経
営
定
期
調
査
（
有
効
回
答
数
１
１
１

６
件
）
及
び
２
０
２
４
年
度
病
院
経
営
定

期
調
査
の
中
間
報
告
（
有
効
回
答
数
４

８
０
病
院
）
の
状
況
で
す
（
左
記
図
）
。

　
２
０
２
２
年
度
と
２
０
２
３
年
度
を

比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
赤
字
病
院
の

割
合
が
大
き
く
増
加
し
５
割
以
上
の
病

院
が
赤
字
と
な
っ
て
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
０
２
３
年
度
の
４
月
〜
６
月
と
２

０
２
４
年
度
４
月
〜
６
月
の
最
新
の
状

況
で
は
、
更
に
赤
字
病
院
が
増
加
し
て

い
る
事
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
結
果
か

ら
も
病
院
団
体
か
ら
は
「
こ
の
ま
ま
で

は
、
日
本
の
医
療
が
持
た
な
く
な
る
」

と
強
い
危
機
感
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

病院実態アンケート を実施!

福岡県内53病院の状況から

見えてきたもの

医師の一人ひとり の健康、

医療の安全性を確保するために、

医師増員を！

日

　
　
　
営
の
基
本
と
な
る
医
療
の
公

　
　
　
定
価
格
は
、
診
療
報
酬
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
２
年
に
一
度
、
診

療
報
酬
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
自

公
政
権
の
社
会
保
障
費
削
減
政
策
の

も
と
で
抑
制
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た

（
下
記
図
）
。

　
診
療
報
酬
の
基
本
方
針
や
医
療
政

策
を
議
論
す
る
社
会
保
障
審
議
会

に
は
、
財
務
相
や
民
間
議
員
と
称
す

る
財
界
の
重
鎮
が
関
わ
り
社
会
保
障

費
を
抑
制
し
た
い
が
た
め
に
削
減
方

針
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
社
会
保

障
は
、
削
ら
れ
る
一
方
で
、
軍
事
費
は

過
去
最
高
の
７
兆
円
を
超
え
、
防
衛

と
い
う
名
の
戦
争
を
す
る
準
備
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

経

　
　
　
療
報
酬
改
定
内
容
は
不
充
分
だ

　
　
　
と
回
答
し
た
医
療
機
関
は
約

68
％
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
経
常
利
益

の
推
移
で
は
、
23
年
度
に
な
る
と
赤
字
の

割
合
が
増
加
し
、
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た
内
容
で

は
、「
人
材
確
保
が
必
要
、
ま
た
紹
介
業

者
の
高
額
な
紹
介
料
の
規
制
を
し
て
ほ
し

い
」「
物
価
高
騰
に
連
動
し
た
診
療
報
酬

の
変
動
」
な
ど
、
病
院
の
経
営
努
力
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
費
用
へ
の
補
填
に
つ

い
て
声
が
多
く
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
態
を
基
に
、
県
へ
の
要
望
を

ま
と
め
た
団
体
署
名
に
取
り
組
み
ま
す
。

診

　
　
　
０
２
４
年
４
月
か
ら
、
病

　
　
　
院
な
ど
に
勤
務
す
る
医
師

の
過
重
労
働
を
改
善
す
る
た
め
、

時
間
外
労
働
を
規
制
す
る
「
医
師

の
働
き
方
改
革
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
常
勤
医
師
の
約
４
割

が
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」
と
い
わ
れ
る

月
80
時
間
以
上
の
残
業
を
し
て
お

り
、
長
時
間
労
働
が
常
態
化
し
、

過
労
死
を
含
む
労
災
事
故
が
い
つ

起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
態
で

し
た
。
同
法
に
よ
り
、
勤
務
医
の

時
間
外
・
休
日
労
働
は
原
則
年
９

６
０
時
間
ま
で
、
救
急
医
療
や
へ

き
地
医
療
を
担
う
場
合
は
年
１
８

2

赤字病院が

22.7％→51.0％へ増加

更に赤字病院の

割合が増加している

2022年度と 2023年度
年間の経常利益比較

各年度の経常利益について

2023年度（ 4-6月）と
2024年度（ 4-6月）の

経常利益比較

（ ％）

2023
年度

2022
年度

0 20 40 60 80 100

（ ％）

（ 年度）

2024年
6月

2023年
6月

0 20 40 60 80 100

黒字 赤字

黒字 赤字

黒字 赤字

容易

さほど厳しく ない

やや厳し い

厳し い

77.3％

49.0％ 51.0％

22.7％

38.5％

35.0％ 65.0％

61.5％

診療報酬改定の推移防衛省予算の推移

医師の

残業上限規制

経営部資料より

（ ％）

（ 年度）

（ 兆円）

（ 当初予算）

薬価 本体 全体

（ 年）

2014年度は消費税増税対応分を含める  含めなければ、本体0.1％、薬価-1.36％で、合計は-1.26％※2014年度は概算要求

2019年度から

一般労働者 一般の勤務医 地域の救急医療に
携わる医療機関など

の勤務医

2024年度から
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7兆7385億円

６
０
時
間
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
上
限
が
設
け
ら
れ
た
と

は
い
え
、
一
般
の
年
７
２
０
時
間
よ

り
は
長
く
、
長
時
間
労
働
に
よ
る

過
労
死
な
ど
の
懸
念
は
残
っ
た
ま

ま
で
す
。
ま
た
、
働
き
方
改
革
に

伴
い
、
医
師
の
確
保
に
支
障
が
生

じ
て
診
療
体
制
が
縮
小
す
る
な

ど
、
地
域
や
診
療
科
に
よ
っ
て
は

悪
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
時
間
労
働
に
よ
る
疲
労
の
蓄

積
や
睡
眠
不
足
は
、
医
療
過
誤
の

温
床
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
医

師
の
一
人
ひ
と
り
の
健
康
、
医
療
の

安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
医

師
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
す

資金繰りの状況についてQ

Q

原則
年360時間

最長
720時間

年
960時間

年
1860時間

22.4％32.7％

40.8％ 4.1％

※2024年は概算要求


